
ごみ減量化・資源化推進事業                    

１．廃棄物減量等推進審議会の開催 

   平成２３年３月に策定した「河内長野市一般廃棄物（ごみ）処理基本計画」の中間見直しを行うため、廃棄

物減量等推進審議会※に諮問し、計５回の会議を経て平成２８年３月に「河内長野市一般廃棄物（ごみ）処理

基本計画（改訂版）」を策定した。 

 

 

 

 

 

●廃棄物減量等推進審議会委員構成 

    

 

 

 

 

 

 

     

２．陶磁器製・ガラス製食器リユース・リサイクル事業 

   家庭で不要となった陶磁器製・ガラス製食器を回収し、再使用（リユース）、再利用（リサイクル）を行うこ

とで、ごみの減量とリサイクルの推進を図った。 

   また、市役所 1 階市民サロン等で「もったいない市※」を開催し、大勢の来場者があり、数多くの食器がリ

ユースのため持ち帰られた。 

 

 

 

 

 

３．子ども服リユース・リサイクル事業 

   家庭で不要となった子ども服を回収し、再使用（リユース）、再利用（リサイクル）を行うことで、ごみの減

量とリサイクルの推進を図った。 

   また、子ども・子育て総合センターあいっくで「ぐるぐるマルシェ※」を開催し、大勢の来場者があり、数

多くの子ども服がリユースのため持ち帰られた。 

 

 

 

  区分 人数 

1 学識経験者 ２人 

2 事業者 ４人 

3 市民団体の代表者 ２人 

4 関係行政機関 １人 

5 公募市民 ３人 

前年度 

繰越量 

回収量 

ﾘﾕｰｽ ﾘｻｲｸﾙ 
廃棄 

処分 

次年度 

繰越量 
資源選別 

作業所 
衛生処理場 もったいない市 計 

1,262 ㎏ 9,838 ㎏ 3,448 ㎏ 2,622 ㎏ 15,908 ㎏ 3,393 ㎏ 7,005 ㎏ 3,246㎏ 3,526 ㎏ 

回収量 リユース リサイクル 廃棄処分 次年度繰越量 

437 ㎏（3,008 着） 273 ㎏（1,908 着） 82 ㎏（630 着） 0 ㎏（0着） 82 ㎏（470 着） 

※ 廃棄物減量等推進審議会 

  … 一般廃棄物の減量化等の対策を実効あるものとすることを目的として、学識経験者、公募市民、     

事業者など１２人で構成された組織のこと。 

※ もったいない市 

    家庭で不要となった食器を回収し、使えるものをその場で陳列し、欲しい人が無料で持ち帰ることができ

る取り組みのこと。 

※ ぐるぐるマルシェ 

    家庭で不要となった子ども服を回収し、使えるものを選別してイベント時に陳列し、欲しい人が無料で持

ち帰ることができる取り組みのこと。 



 ４．資源集団回収助成事業 

自治会等の公共的団体が自主的に資源ごみを回収した場合に、１kg あたり３円の助成金を交付し、ごみの 

減量化・資源の再利用や廃棄物処理に対する市民の意識の向上等を図った。 

回収量の内訳 

内     訳 古紙類 古布類 金属類 計 

回 収 量(t) 3,830 318 32 4,180 

   

実施団体の内訳 

団 体 内 訳 自治会 子供会 婦人会 老人会 ＰＴＡ等 計 

件    数 96 28 1 13 4 142 

 

 

 

５．資源化量及び売却代金 

ごみの減量化、資源化を推進するため、容器包装廃棄物等の分別収集を実施するとともに再生資源の売却を 

行った。 

<資源化量及び売却代金の一覧> 

種 類 ビン類 
紙    類 

布 類 
新 聞 雑 誌 ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ 紙パック 庁内古紙 

資源化量(ｔ) 794.88 307.23 262.93 333.01 7.53 46.85 150.27 

売却収入額(円) 456,800 614,460 262,930 442,825 37,650 45,390 0 

 

※市が直接資源化を行った分 

 

金 属 類 ペット 

ボトル 

プラスチック製

容器包装 

陶磁器製 

食 器 

ガラス製

食器 
計 

スチール アルミ 小型金属 大型金属 

161.15 120.59 23.54 212.07 187.41 680.25 5.07 1.94 3,294.72 

1,454,895 12,027,080 210,935 0 8,213,897 0 0 0 23,766,862 
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